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郡山市保健所「人口動態統計（死因帳票）」より

外因による死亡者数 2009～2015年の死者数を合計

交通安全対策委員会設置の背景

図１
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年齢層 1位 2位 3位

0-9歳 窒息 3人
交通事故 2人 転倒・転落 1人

溺死・溺水 2人 煙・火・火災 1人

10-19歳 自殺 10人 交通事故 4人 中毒 2人

20-29歳 自殺 70人 交通事故 7人
溺死・溺水 2人

窒息 2人

30-39歳 自殺 70人 交通事故 9人
煙・火・火災 2人

中毒 2人

40-49歳 自殺 92人 交通事故 17人 窒息 5人

50-59歳 自殺 106人 交通事故 18人 溺死・溺水 9人

60-69歳 自殺 78人 交通事故 21人 窒息 16人

70-79歳 自殺 47人 窒息 35人 交通事故 32人

80-89歳 窒息 96人 転倒・転落 39人
溺死・溺水 33人

自殺 33人

90歳以上 窒息 46人 転倒・転落 19人 溺死・溺水 7人

合計 自殺 511人 窒息 212人 交通事故 132人

交通事故による
死者は、幅広い
年代で２位



８分野から１１名が参加
交通安全対策委員会の構成
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郡山警察署・郡山北警察署2014～2020年 交通白書より

郡山市の交通事故は、減少傾向にあり、2014年の1,589件から

2020年には679件となり、この６年間で約57％減少しています。

郡山市の交通事故（人身事故）発生状況の推移

データからみた課題の抽出①
図２
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郡山市は、2014年までは全国及び福島県よりも多い状況でした

が、2015年に全国を下回り、減少傾向が続いています。

人口10万人あたりの交通事故件数（人身事故）の推移

警察庁 警察白書2014～2020、福島県警察本部・郡山警察署・郡山北警察署2014～2020年 交通白書より

データからみた課題の抽出② 全国や県との比較
図３
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データからみた課題の抽出③

出典： 2020(R2)年交通白書のあらまし（福島県・福島県警察本部）

当事者別死傷者数

図４
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データからみた課題の抽出④ 郡山市の交通事故の特徴

№ 特 徴 郡山警察署管内 福島県

１ 交差点内の事故の割合 ６４．２％ ２６．８％

２ 青年運転者による事故の割合 １３．５％ １１．９％

３ 自転車の事故の割合 １３．９％ ９．０％

４ 夜間の事故の割合 ３２．２％ ２６．８％

５ 出会い頭の事故の割合 ３３．１％ ２６．７％

出典：警察庁、郡山警察署「交通白書」2020年中の交通事故の特徴

５つの特徴
交差点内の事故
自転車事故 に着目

図５
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データからみた課題の抽出⑤自転車事故の多い年代（郡山市）
中学生から高校生までの発生件数

2017(H29)/1/1から2020(R2)/12/31の累計

高校１年生で大きく増加し、徐々に減少

郡山市の通学手段の特徴 中学校 → 徒歩が多い

高 校 → 自転車が多い

出典 郡山警察署「交通事故発生状況（自転車関連）」

図６
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データからみた課題の抽出⑥ 中学生から高校生の
自転車事故の特徴（郡山市）

交差点内
75.8%

単路
21.6%

道路形状別の自転車事故発生割合

出会い頭
67%

左折時
19%

右折直進等
10%

事故類型別の自転車事故発生割合

交差点内の事故が多い 出会い頭の事故が多い

図７
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出典 郡山警察署「中学生から高校生までの自転車事故」 2014(H26)/1/1から2020(R2)/12/31の累計

n=417n=417



9
郡山警察署・郡山北警察署2014～2020交通白書より

データからみた課題の抽出⑦ 交通事故死者数の推移（郡山市）

交通事故死者数の約半数が高齢者
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郡山市の交通事故による救急搬送の世代別重症度

郡山地方広域消防組合「2014～2020年救急搬送データ（国表）」より

図９
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交差点内, 

309件, 
45.5%

交差点付近, 

96件, 14.1%

単路, 235

件, 34.6%

その他, 39件, 

5.7%

データからみた課題の抽出⑨

郡山市の道路形状別交通事故件数
２０２０年(Ｒ２)

交差点内と
交差点付近の合計
約６０％（405件）

出典：郡山警察署、郡山北警察署

図10
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データを踏まえた重点課題と重点対象

課題１ 高校生の自転車事故が多い。
（データからみた課題の抽出⑤⑥より）

課題３ 交差点での事故が多い。
（データからみた課題の抽出⑧より）

課題２ 高齢者の事故は重傷になりやすい。
（データからみた課題の抽出⑦⑧より）
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重点対象：高校生、高齢者、交差点周辺



課題１
高校生の
自転車事故が多い

方向性２

環境の整備

方向性１

交通安全
意識の向上

課題に対する方向性と取組（認証取得時）

課題３
交差点での

事故が多い

課題２
高齢者の事故は
重症になりやすい
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取組①
事故多発地点マップ配布

取組③
教材（ＤＶＤ等）配布

取組④
高齢者向け交通安全教室

取組⑤
高齢者運転免許返納促進

取組⑥
注意看板等の設置

取組②
交通安全教室(ＳＳ技法）

取組⑧
交差点の調査実施

取組⑦
道路案内表示の改善

※ＳＳ法：スケアードストレイト技法（事故を目の前で再現し危険性を直視する手法）



活動指標・成果指標の再検討
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外傷サーベイランス
委員会からの意見

①これまでの対策による市民の行動と意識の変化を把握する
手法を検討すべき。
②インターネットによるアンケートを取り入れるべき。

③対策委員会でハード整備は難しいので、事故の多い交差点の
構造改善に向け、道路管理者にデータに基づく提案をすべき。
④交差点の事故件数だけでなく、事故の内容を調査すべき。
⑤コロナの影響を注視（プラス面とマイナス面）すべき。

対策委員会での検
討

①スタントマンを起用した交通安全教室は、費用面で開催が困難
である。
②交通安全教材としてのＤＶＤ配布は、コピー配布に問題がある。

③交差点での注意看板設置等は、ドライバーのよそ見に繋がり危
険である。

④すべての活動に対する成果（市民の行動と意識の変化）を把握
するため、アンケートを実施してはどうか。
⑤インターネットによるアンケートを実施してはどうか。



活動指標・成果指標の再検討
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重点課題 活動指標 短期成果指標 中期成果指標 長期成果指標

高校生の自転車事故が
多い

交通事故多発地点マッ
プ配布数

高校生の交通安全
意識の変化

短期成果指標に同
じ

高校生の自転車事故
件数

交通安全教室（ＳＳ技
法）開催数

教材（ＳＳ技法ＤＶＤ等）
配布数

変
更
前

変
更
後

重点課題①

重点課題 活動指標 短期成果指標 中期成果指標 長期成果指標

高校生の自転車事故が
多い

交通事故多発地点マッ
プ配布数（学生）

高校生の事故多発
地点の認知度

高校生の交通安全
意識の変化

高校生の自転車事故
件数

交通事故防止及び自
転車保険加入促進に
向けたチラシ配布

高校生の自転車事
故の危険性の認知

度高校生の自転車事故
防止に向けた街頭啓発

実施が難しかった活動指標を、

実施可能な高校生の意識・行動の
変化につながる活動指標へ変更

活動指標の見直しに伴い、
短期・中期成果指標を変更
（それぞれの活動による成果を測る)



活動指標・成果指標の再検討
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重点課題 活動指標 短期成果指標 中期成果指標 長期成果指標

高齢者の事故は重傷に
なりやすい

高齢者向け交通安全
教室開催数

高齢者の交通安全
意識の変化

短期成果指標に同
じ

高齢者の交通事故件
数高齢者の運転免許自

主返納促進回数
高齢者の運転免許
自主返納件数

変
更
前

変
更
後

重点課題②

重点課題 活動指標 短期成果指標 中期成果指標 長期成果指標

高齢者の事故は重傷に
なりやすい

高齢者向け交通安全
教室開催数

高齢者の交通安全
意識の変化

高齢者の交通安全
意識の変化

高齢者の交通事故件
数

高齢者の運転免許自
主返納促進回数

高齢者の運転免許
自主返納件数

高齢者への夜の反射
材の配布数

夜光反射材を身に
着けた高齢者の割

合

高齢者の夜間の事故が増加傾向
にあることから、反射材配布を活動
指標に追加

活動指標の追加により、
短期・中期成果指標を追加・変更
（それぞれの活動による成果を測る)



活動指標・成果指標の再検討
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重点課題 活動指標 短期成果指標 中期成果指標 長期成果指標

交差点での事故が多い

注意看板等の設置数
環境を改善した交通
事故多数地点数 短期成果指標に同

じ
交差点での交通事故

件数
道路案内表示の改善
件数

交差点の調査実施回
数

道路管理者への改
善提案数

変
更
前

変
更
後

重点課題③

重点課題 活動指標 短期成果指標 中期成果指標 長期成果指標

交差点での事故が多い

交差点の調査実施回
数

道路管理者への改
善提案数

提案により改善され
た交差点の数

交差点での交通事故
件数交通事故多発地点マッ

プ配布数（企業）
市民の事故多発地
点の認知度

市民の交通安全意
識の変化

実施が難しい活動指標を取りやめ
、重点課題①で行っていた「交通事
故多発地点マップ」配布を活動に追
加（企業への配布）

活動指標の見直しに伴い、
短期・中期成果指標を変更
（それぞれの活動による成果を測る)



課題１
高校生の
自転車事故が多い

方向性２

環境の整備

方向性１

交通安全
意識の向上

課題に対する方向性と取組（検討後）

課題３
交差点での

事故が多い

課題２
高齢者の事故は
重症になりやすい
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取組①
事故多発地点マップ配布
（高校生）

取組③
自転車事故防止街頭啓発

取組④
高齢者向け交通安全教室

取組⑤
高齢者運転免許返納促進

取組⑥
高齢者への反射材配布

取組②
事故防止チラシ配布

取組⑧
事故多発地点マップ配布
（企業）

取組⑦
交差点の調査実施



重点課題①
高校生の
自転車事故

重点課題③

交差点での事
故が多い

交通安全教
室

スクールリ
ーダ環境改善

規則・罰則

教育・啓発

重点課題②

高齢者の事故
は重傷

環境改善

規則・罰則

教育・啓発

環境改善

規則・罰則

教育・啓発

通学路安全指導

道路環境の改善

交通法令・取り締まり

国・県・警察 市 地域レベル

現在の取組 国・県・警察、市、地域レベル

悪質違反者講習 交通安全教室

通学路安全点検

道路環境の改善

交通法令・取り締まり

運転免許更新時講習
交通安全教室

見守り活動

道路環境の改善

交通法令・取り締まり

運転免許更新時講習 街頭啓発交通安全教室

家庭内での声かけ

危険個所の把握
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サポカー補助金制度

サポカー補助金制度周知
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重点課題
①③

高校生の自転車事故が多い
交差点での事故が多い

方向性① 交通安全意識の向上

重点対象 高校生、交差点周辺

取組
①⑧

交通事故多発地点マップの配布（高校生）

交通安全対策委員会の取組 その１

内容

・２０１７年に作成した「交通事故多発交差点マップ」を更新

・郡山警察署と連携し、２０１６～２０１９年の人身事故データを
集計
・デザインを対策委員会で検討し、ブラッシュアップ

実績

・1,000部作成し、市内小・中・高校、養護学校、企業等へ配布

・市内の高校（３校）へアンケートを実施し、マップを見たことに
よる高校生の意識と行動の変化を把握
※企業へのアンケートは実施予定

交通事故多発地点マップの配布（企業）



21

重点課題① 高校生の自転車事故が多い

方向性① 交通安全意識の向上

重点対象 高校生

取組②

交通安全対策委員会の取組 その１

交通事故防止及び自転車保険加入に向けた
チラシの配布

内容

・市内高校生の自転車事故の現
状や、自転車乗車時のルール、
自転車保険加入の重要性などを
掲載

・高校生に自転車事故の危険度
を周知

実績

・市内の高校（３校）にアンケート
を実施
・高校生の認知度を把握

・12,000部作成し、市内小・中・高
校へ配布
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交通安全対策委員会の取組 その１

アンケートの実施
高校生の行動や意識は変わったか

取組①

取組②

写真： アンケート協力校（郡山東高校）の昇降口

アンケート協力校
・郡山東高校
・郡山北工業高校
・帝京安積高校

高校の昇降口に

「交通事故多発地点マップ」
「自転車事故防止及び

自転車保険加入促進に向
けたチラシ」を掲示

効果検証のため、インター
ネットによるアンケートを
実施

ＱＲコード
生徒は携帯から回答
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アンケート結果 その１ 自転車利用について

466名のうち約8割（403名）の生徒が自転車を利用している

図11

出典：交通安全対策委員会「交通事故防止に関するアンケート（高校生）2021」

交通安全対策委員会の取組 その１

回答者 郡山市内に通学している高校生（3校・466名）

利用してい

る, 86.5%

利用してい

ない, 13.3%

無回答, 

0.2%
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図12

事故多発地点マップを見る前 事故多発地点マップを見た後

アンケート結果 その２ 交通事故への認識について

交通安全対策委員会の取組 その１

マップを見た生徒の約８割が、事故の多い交差点を理解した。

自宅の周

辺, 12.6%

学校の

周辺, 

27.4%

それ以外, 

12.0%

知らない, 

47.9%

Ｑ．事故が多く発生している場所で知っている
ところを選択してください。

はい, 

84.5%

いいえ, 

14.2%

無回答, 

1.3%

Ｑ．「交通事故多発地点マップ」を見て、事故が多い
交差点を理解できましたか。

出典：交通安全対策委員会「交通事故防止に関するアンケート（高校生）2021」
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図13

交通事故防止及び自転車保険加入促進に向けたチラシを見て

アンケート結果 その３ 自転車事故の危険性の認識について

交通安全対策委員会の取組 その１

チラシを見た生徒の約９割が、自転車事故の危険性の認識が高まった。

Ｑ．チラシを見て、自転車事故の危険性について理解できましたか。

出典：交通安全対策委員会「交通事故防止に関するアンケート（高校生）2021」

はい, 

95.5%

いいえ, 3.6% 無回答, 0.9%
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図14

アンケート結果 その４ 交通安全に対する意識の変化について

交通安全対策委員会の取組 その１

マップを見た生徒の約９割が、交通安全に対する意識が高まった。

Ｑ．事故が多い交差点を知ることで、自身の交通安全に対する意識は高まりましたか。

はい
93.8%

いいえ

5.2%

無回答

1.1%

出典：交通安全対策委員会「交通事故防止に関するアンケート（高校生）2021」
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重点課題① 高校生の自転車事故が多い

方向性① 交通安全意識の向上

重点対象 高校生

取組③

交通安全対策委員会の取組 その１

高校生の自転車事故防止に向けた街頭啓発

内容

・交通安全運動期間中に、警察や企業と連携し、
自転車通学の高校生を対象とした街頭啓発を実施
・自転車の安全運転の指導や、事故予防啓発チラ
シの配布

参加団体

・交通安全対策委員会
・警察
・三井住友海上火災保険株式会社
（郡山市と包括連携協定を締結）
・郡山市
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活動実績と評価

重点課題① 高校生の自転車事故が多い

指標内容
【測定方法】

単
位

2016 2017 2018 2019 2020

活動
実績

交通事故多発地点マップ配布数（学生） 枚 － 1,245 940 － 194

交通事故防止及び自転車保険加入促進に
向けたチラシの配布 新規

枚 － － 12,550 12,400 12,300

高校生の自転車事故防止に向けた街頭啓
発 新規

回 － － － － 1

短期成果
指標

高校生の事故多発地点の認知度 新規 ％ － － － － －

高校生の自転車事故の危険性の認知度
新規

％ － － － － －

中期成果
指標

高校生の交通安全意識の変化 ％ － － － － －

長期成果
指標

高校生の交通事故件数 人 － 60 44 48 24
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重点課題② 高齢者の事故は重傷になりやすい

方向性① 交通安全意識の向上

対象 高齢者

取組④ 高齢者向け交通安全教室の開催

交通安全対策委員会の取組 その２

内容

・警察と連携し、高齢者団体を対象とした
交通安全教室を開催

実績

2017年 ９回
2018年 10回
2019年 ８回
2020年 ０回（コロナ禍のため）
※教室の主催者から参加者に対象を変え
てアンケートを実施予定
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重点課題② 高齢者の事故は重傷になりやすい

方向性① 交通安全意識の向上

対象 高齢者

取組⑤ 高齢者の運転免許証自主返納の促進

交通安全対策委員会の取組 その２

・運転免許証自主返納制度の概要と
交通安全教室の申込内容を記載し
た啓発チラシを対策委員会で検討し
作成

内容

実績

・13,000部作成
・老人クラブを通じて高齢者へ配布
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その結果・・・

高齢者(75歳以上)の運転免許証自主返納者
【2017(H29)8/1から2021(R3)/8/31の累計】 3,079名

うちバス・タクシー利用券交付者
【2017(H29)8/1から2021(R3)/8/31の累計】 2,670名

・ 不安を感じながら自動車を運転する高齢ドライバーが減少することで、
交通事故の減少につながる。

・ 運転免許証返納者の家族の安心感が増す。

・ 高齢者同士が自主返納について考える契機となる。

運転免許証自主返納者が増えることで期待される効果

交通安全対策委員会の取組 その２
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重点課題② 高齢者の事故は重傷になりやすい

方向性① 交通安全意識の向上

対象 高齢者

取組⑥ 高齢者への夜光反射材の配布

交通安全対策委員会の取組 その２

・いきいき百歳体操を受講する
高齢者を対象に、反射材と高
齢者向けの交通安全啓発チラ
シを配布
（高齢者の対策委員会と連携）

内容

実績

・2021年８月 体操受講者18名
・その場で高齢者の行動や意
識の変化を把握するためアン
ケートを実施
（高齢者対象のアンケートは

紙で実施）
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交通安全対策委員会の取組 その２

アンケートの実施
高齢者の行動や意識は変わったか

取組⑤

アンケート結果 その１
交通事故への認識について

はい, 

100.0%

Ｑ．啓発チラシやアンケートをうけて、交通安全の
意識は高まりましたか。

アンケート結果 その２
反射材の着用について

貼った, 

88.0%

貼らな

かった, 

12.0%

Ｑ．もらった反射材を貼りましたか。

出典：交通安全対策委員会「交通事故防止に関するアンケート（高齢者）2021」

ある, 

44.0%

ない, 

56.0%

Ｑ．反射材を活用したことが
ありますか。

図15
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活動実績と評価

重点課題② 高齢者の事故は重傷になりやすい

指標内容
【測定方法】

単
位

2016 2017 2018 2019 2020

活動
実績

高齢者向け交通安全教室開催数 回 － 9 10 8 0

高齢者の運転免許自主返納促進回数
（チラシ配布枚数）

枚 － － 13,000 13,000 13,000

高齢者への夜光反射材の配布数 新規 枚 － － － － －

短期成果
指標

高齢者の交通安全意識の変化
箇
所

－ － － － －

高齢者の運転免許自主返納件数 人 － 359 856 1,197 1,073

夜光反射材を身に着けた高齢者の割合
新規

％ － － － － －

中期成果
指標

高齢者の交通安全意識の変化 ％ － － － － －

長期成果
指標

高齢者の交通事故件数（交通白書等） 件 191 229 198 200 155
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重点課題③ 交差点の事故が多い

方向性② 環境の整備

対象 交差点周辺

取組⑦ 交差点の調査実施

交通安全対策委員会の取組 その３

内容

実績

参加団体

・交通安全対策委員会
・郡山市

・交通事故多発地点マップにおける事
故の多い交差点を現地調査

・実際の事故内容に基づき、交通量や
見通しの良さなどを確認し、道路管理
者へ提言

・北田交差点
・針生西交差点

針生西交差点

北田交差点
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活動実績と評価

重点課題③ 交差点での事故が多い

指標内容
【測定方法】

単
位

2016 2017 2018 2019 2020

活動
実績

交差点の調査実施箇所
箇
所

－ 5 － － －

交通事故多発地点マップ配布数（企業）新規 枚 － － － － －

短期成果
指標

道路管理者への改善提案数
箇
所

－ － － － －

市民の事故多発地点の認知度 新規 ％ － － － － －

中期成果
指標

提案により改善された交差点の数
箇
所

－ － － － －

市民の交通安全意識の変化 新規 ％ － － － － －

長期成果
指標

交差点での交通事故件数（交通白書等） 件 628 680 583 594 405
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新たな取組について（トヨタ自動車との連携）
・2021年7月より交通事故削減に向けてトヨタ自動車（株）と郡山市は
連携を開始
・交通事故発生や、交通事故が集中する要因を分析し、事故低減対
策を検討・提案

事故の多い交差点は、急ブレーキ発生頻度も多いことを確認。
ただし、事故の少ない交差点でも急ブレーキの発生あり。

→急ブレーキ発生頻度の高い場所

交通事故多発地点

図16 交通流速（車速）ＭＡＰ
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新たな取組について（トヨタ自動車との連携）

・効果的な対策提案に向け、急ブレーキ発生に加え、交通流速（車速）
や流量等にも着目して事故要因の解析を推進

交通流速（車速）、交通流量の変化する交差点で事故が多い傾向あり。
→さらに事故調査／解析を加え、得られた結果を道路環境改善へ繋げる。

図17 交通流速（車速）ＭＡＰ 図18 交通流量ＭＡＰ

車速
早い

遅い

流量
多い

少ない

交通事故
多発地点

交通事故
多発地点



40

現在の到達点と今後の方向性

重点課題 現在の到達点 今後の方向性

課題１

高校生の自転車
事故が多い

・交通事故多発地点
マップの更新
・啓発チラシの更新
・街頭啓発活動の実施

・交通事故多発地点
マップの事故状況調
査と検証
・成果の検証

課題２

高齢者の事故は
重傷になりやすい

・交通安全教室の開催

・運転免許証自主返納
の促進
・反射材の配布

・交通安全教室及び
免許証自主返納制
度の周知啓発

・反射材活用促進の
ための啓発活動

課題３

交差点での事故
が多い

・交差点調査の実施

・交差点事故原因の分
析

・調査結果を道路の
環境改善の検討へ
繋げていく



御清聴ありがとうございました


